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若
桜
町
の
概
要

若桜町の位置
　若桜町は鳥取県の東南端に位置し、兵庫県と岡山県に接しています。町の中央部を八東
川が流れ、この川に沿って、鳥取市と姫路市を結ぶ国道 29 号が走っています。
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お車で 【大阪方面から】

・中国自動車道 山崎I.C→R29／約61㎞（約1時間20分）
・中国自動車道 津山I.C→R53→智頭I.C→河原I.C→河原インター線→R29／約80㎞
（約1時間40分）
・中国自動車道 佐用JCT→河原I.C→河原インター線→R29／
約80㎞（約1時間30分）

JRで 【関西方面から】

・大阪駅→郡家駅／智頭急行・特急スーパーはくと（約2時間20分）
郡家駅→若桜駅／若桜鉄道（約30分）

【岡山方面から】

・岡山駅→郡家駅／因美線・特急スーパーいなば（約1時間40分）
郡家駅→若桜駅／若桜鉄道（約30分）

バスで 【関西方面から】

・大阪なんば→ 山崎I.C→若桜／高速バス（約3時間）

【岡山方面から】

・岡山→ 鳥取／高速バス（約2時間40分）
鳥取駅→若桜駅／若桜鉄道（約50分）

町 章

町の木 桜
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鳥取南 I.C

鳥取西 I.C

緑と清流のまち
若 桜

氷ノ山わさび谷



氷ノ越コース 山頂付近からの展望

若
桜

緑
と
清
流
の
ま
ち若桜町長

上川 元張

　若
桜
町
は
、鳥
取
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
は
城
下
町
、そ
の
後
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
、

交
通
の
要
衝
、物
資
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
、歴
史
と
文

化
・
自
然
の
香
り
高
い
ま
ち
で
す
。

　豊
富
な
森
林
資
源
を
活
か
し
た
林
業
・
木
材
産
業
と
清

流
に
育
ま
れ
た
若
桜
米
や
エ
ゴ
マ
の
特
産
化
に
取
り
組
む

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
つ
つ
、
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。ス
キ
ー
、登
山
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
の
拠
点
で
あ
る
国
定
公
園
氷
ノ
山
を
始
め
と
す
る
豊
か

な
自
然
、国
の
史
跡
若
桜
鬼
ヶ
城
跡
、国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
若
桜
宿
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
不

動
院
岩
屋
堂
な
ど
の
文
化
財
、そ
し
て
、鉄
道
施
設
の
多
く

が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
観
光
列
車
の
走

る
若
桜
鉄
道
な
ど
豊
富
な
資
源
を
活
か
し
た
観
光
産
業
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　「豊
か
な
自
然
と
歴
史
の
中
で
人
々
が
絆
を
深
め
、経
済

が
潤
う
ま
ち
」を
目
指
し
て
、子
育
て
支
援
、高
齢
者
福
祉
、

移
住
支
援
な
ど
の
定
住
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

発
刊
に
あ
た
り

発刊にあたり

豊かな自然
四季の香りを感じる
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四季の香りを
感じる 豊かな自然

夏
星空

秋
棚田

冬
樹氷

春
桜

自然
NATURE
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国指定重要文化財

国選定重伝建地区

国指定史跡 　
　
開
城
は
少
な
く
と
も
４
３
０
年
も
の
昔
に
さ
か
の
ぼ
り
、
中
近
世
城
郭
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
古
城
跡
で
す
。

若
桜
は
、
か
つ
て
こ
の
山
城
の
ふ
も
と
に
栄
え
た
城
下
町
で
し
た
。

　
修
験
道
寺
院
の
建
築
と
し
て
知
ら
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
天
然
の

岩
窟
内
に
あ
る
舞
台
造
り
。
本
尊
の
不
動
明
王
は
日
本
三
大
不
動
明
王
の
一
つ
で
す
。

　
か
つ
て
の
城
下
町
の
名
残
と
し
て
、
旧
家
の
白
壁
土
蔵
群
の
通
り
が
残
っ
て
お
り
、
往
時

の
若
桜
宿
の
繁
栄
ぶ
り
を
し
の
ば
せ
ま
す
。
明
治
の
大
火
の
際
、
こ
の
通
り
は
土
蔵
以
外
の

建
物
や
人
家
を
建
て
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
清
流
と
あ
い
ま
っ
て
独
特
の

情
緒
を
か
も
し
だ
し
て
、
格
好
の
散
歩
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
カ
リ
ヤ
」
と
は
、
家
と
道
路
の
間
に
設
け
ら
れ
た
幅
１
・
２
ｍ
ほ
ど
の
ひ
さ
し
が
つ
い
た
私
道
で
、
豪
雪
地
帯
の

名
残
を
と
ど
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ー
ケ
ー
ド
。
カ
リ
ヤ
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
昔
は
こ
れ
が
続
い
て
い
て
、

雪
や
雨
の
日
で
も
傘
を
さ
さ
ず
に
往
来
が
で
き
ま
し
た
。 蔵

通
り

県
民
の
建
物
１
０
０
選

カ
リ
ヤ
通
り

県
民
の
建
物
１
０
０
選

若
桜
鬼
ヶ
城
跡

続
日
本
１
０
０
名
城
に
認
定

不
動
院
岩
屋
堂

県
民
の
建
物
１
０
０
選

ふ
　  

ど
う
　 

い
ん
　 

い
わ
　  

や  

　
ど
う

く
ら
　
ど
お

わ
か
　  

さ  

　
お
に
　  

が
　 

じ
ょ
う   

あ
と

ど
お

　若桜地区は、若桜鬼ヶ城の城下町を起源とし、明治期の大火を経て復興した山陰地方山
間部の商家町として歴史的な風致をよく伝えることから、令和３年８月２日に国の重要伝統
的建造物群保存地区に選定されました。

時代を超えて
受け継がれる歴史・文化 歴史

history

国選定重伝建地区
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米
・エ
ゴ
マ
で
農
地
を
守
る

林
業
成
長
産
業
化
に

向
け
て
山
を
動
か
す
!

若桜町の農業の活性化・
米産地としてのブランドの確立・
生産者の所得UPを
目指します

若桜町内で
森林資源を
有効活用

若桜町内の
製材所に搬出

若桜町
産材

先人たちが育てた
優良で豊富な森林資源を上手に使い、
雇用の創出・森林所有者への還元を
目指します

森林資源を有効活用していきます

森林整備の推進1

バイオマスの活用2

若桜材の需要拡大3

取 組

農業の活性化につなげていきます

取 組

若桜町産米ブランド化の推進
（地域統一ブランド確立）
1

町内生産者組織の立ち上げ2
町立の農産物処理加工施設を
新たに整備

3

誘客を図り、魅力向上を推進します

取 組

氷ノ山グリーンシーズン事業
（キャンプ・星空観察等）の推進
1

観光施設や観光スポットの整備2
地域観光とパッケージ化した
商品開発

3

農 

業

豊
富
な
資
源
を
活
か
し
て

観
光
産
業
に
注
力
す
る

観 

光

林 

業

わかさ氷ノ山スキー場
ゲレンデは全長 2,000ｍ、氷ノ山の地形を
活かしたコースづくりになっており、初級者
から上級者まで楽しめます。

自然環境を最大限に活用した観光誘客に努め、
地域での消費活動を促進し経済波及効果の向
上を目指します。

わかさ氷ノ山
キャンパーズヴィレッジ

　捕
獲
さ
れ
た
鹿
は
速
や
か
に
「
わ

か
さ
29
工
房
」に
運
ば
れ
、迅
速
に
解

体
さ
れ
、
臭
み
の
な
い
繊
細
で
う
ま

み
の
あ
る
食
肉
に
な
り
ま
す
。こ
の

「
わ
か
さ
29
工
房
」は
２
０
１
７
年
6

月
に
鳥
取
県H

ACCP

（
ハ
サ
ッ
プ
）

適
合
施
設
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

わ
か
さ
29
工
房

●
ジ
ビ
エ
と
は
？

　
狩
猟
な
ど
で
得
た
野
生
鳥
獣
の
食
肉
を
意
味
す
る
言
葉

（
フ
ラ
ン
ス
語
）
で
す
。
農
業
被
害
対
策
に
よ
り
、
地
域
資

源
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

【
若
桜
の
ジ
ビ
エ
】

　
氷
ノ
山
山
系
の
清
ら
か
な
天
然
水
と
豊
か
な
山
の
恵
み
、

ど
ん
ぐ
り
や
栗
な
ど
を
食
べ
て
育
っ
た
鹿
は
、
上
品
で
ク

セ
が
な
い
な
が
ら
も
味
わ
い
深
く
、
高
低
差
の
多
い
山
で

走
り
回
る
豊
富
な
運
動
量
に
よ
り
、
引
き
締
ま
り
し
な
や

か
な
肉
質
で
す
。

　若
桜
町
で
捕
獲
さ
れ
た
鹿
の
食
肉
と
な
ら
な

い
鹿
革
を
活
用
し
、「
命
を
大
切
に
使
い
き
る
」

と
い
う
思
い
の
も
と
、
鞄
や
財
布
な
ど
の
革
製

品
を
製
作
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

革
工
房
「D

ear

＊D
eer

」

HACCPとは食品を製造する際に安全を確保
するため、製造・加工過程のあらゆる段階で
発生する恐れのある微生物汚染などの危険
をあらかじめ分析し、その結果に基づき、工
程のどの段階でどのような対策をすれば、よ
り安全な製品を製造することができるかとい
う重点管理を定め、これを連続的に監視す
る管理の手法のことです。

ジ
ビ
エ

鹿ステーキ

石井　健治氏

暮らしを支える産業振興 若桜エゴマ工房

若桜町内で収穫されたエゴマは、「若桜エゴマ工房」へ運ばれ、
乾燥から貯蔵・焙煎・搾油・瓶詰までが町内で行われます。

精米施設

均質な乾燥処理と年間を通した籾摺・色彩選別・精米処理
を行うことで、高品質な米の周年的出荷並びに特産化を実現
します。

産業
industry
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未来へつなぐ

安心・安全なまち

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

「
わ
あ
す
か
」「
て
ご
」

公
共
交
通
の
確
保

　令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
「
若
桜
町
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ

き
、地
域
住
民
が
地
域
の
公
共
交
通
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と

し
て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　運
行
区
間
の
発
着
の
い
ず
れ
か
を
、「
わ
あ
す
か
」で
は
吉
川
地

内
に
、「
て
ご
」で
は
高
野
・
上
高
野
地
区
に
限
定
し
、
若
桜
駅
周

辺
ま
で
を
片
道
１
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

《
鉄
道
》

　若
桜
鉄
道
は
沿
線
の
主
要
交
通
機
関
の
ひ
と
つ
で
す
。平

成
21
年
4
月
に
上
下
分
離
方
式
を
導
入
、平
成
28
年
か
ら
は

車
両
も
若
桜
町
と
八
頭
町
で
保
有
し
、健
全
経
営
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

《
町
営
バ
ス
》

　落
折
・
吉
川
線
、
　米
線
の
２
路
線
を
町
営
で
運
行
し
て

い
ま
す
。平
成
29
年
４
月
よ
り
全
区
間
を
１
０
０
円
で
運
行

し
、利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

《
町
営
デ
マ
ン
ド
便
》

　出
発
地
（
自
宅
等
）
か
ら
目
的
地
ま
で
を
繋
ぐ
公
共
交
通

機
関
で
す
。

　ご
利
用
さ
れ
る
方
か
ら
希
望
時
間
や
目
的
地
を
伺
い
、若

桜
町
全
域
を
運
行
区
域
と
し
て
運
行
し
ま
す
。

わあすか

てご

交

　通

安

　全

情
報
化
の
推
進

地
域
防
災
力
の
向
上

防災カメラモニター画面

IP告知端末

　移
動
通
信
鉄
塔
や
行
政
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
整
備
、鳥
取
県
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
へ
の
接
続
、光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
I
P
告
知
端
末
に
よ
る
行
政
情
報
の
提
供
や
テ
レ
ビ
電

話
町
内
無
料
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
町
内
20
箇

所
に
設
置
し
、
I
P
告
知
端
末
に
画
像

を
配
信
し
防
災
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　自
然
災
害
な
ど
か
ら
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
た

め
、
災
害
に
対
す
る
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　地
震
な
ど
の
災
害
発
生
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
防
災
訓
練
や
町

消
防
団
・
自
警
団
・
八
頭
消
防
署
に
よ
る
合
同
消
防
演
習
や
啓
発
活
動
を
行
い
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
郷
土
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
み
ん
な

で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
た
め
に
も
、
そ
の
集
落
に
合
っ
た
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

防災訓練
　声
か
け
や
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人
が
ど
こ
に

い
て
、
避
難
所
ま
で
安
全
に
ど
の
よ
う
に
避
難
す

る
の
か
、
集
落
内
で
危
険
な
場
所
は
ど
こ
か
な
ど
、

防
災
と
福
祉
両
方
の
視
点
か
ら
住
民
主
体
で
作
る

マ
ッ
プ
の
こ
と
で
す
。

　町
職
員（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
総
務
課
防

災
担
当
、
集
落
担
当
職
員
）と
町
社
協
職
員
が
支
え

愛
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

元
年
度
ま
で
に
全
集
落
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

　年
々
集
落
内
の
様
子
も
変
わ
る
た
め
、
3
年
周

期
で
全
集
落
の
マ
ッ
プ
見
直
し
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

支
え
愛
マ
ッ
プ

支え愛マップづくり

まち
づくり

TOWN PLANNING

11 若桜町  町勢要覧 10若桜町  町勢要覧



潤いの
あるまち

韓
国 

平
昌
郡
・
台
湾 

新
竹
県
横
山
郷
と
の
国
際
交
流

ぴ
ょ
ん
ち
ゃ
ん
ぐ
ん

　
　
　
　

         

し
ん 

ち
く 

け
ん
よ
こ
や
ま
ご
う

交

　流

移
住
・
定
住
の
促
進
と
空
き
家
対
策

　平
成
28
年
6
月
に
移
住
定
住
・
交
流
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、相
談
員
を
配
置
し
て
情
報
発
信
を
行
い

な
が
ら
移
住
者
の
地
域
定
着
支
援
に
努
め
て
お
り
、

移
住
定
住
や
空
き
家
等
の
利
活
用
促
進
に
向
け
、住

宅
の
新
築
費
や
空
き
家
等
の
取
得
費
・
改
修
費
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
（
補
助
金
）
を
設
け
て
い
ま

す
。　ま

た
、
令
和
4
年
8
月
に
「
若
桜
町
空
家
等
対
策

計
画
」
を
策
定
し
、
特
定
空
家
等
の
除
却
工
事
等
に

か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住

福
祉
の
充
実

　誰
も
が
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
健
康
教
室
や
住
民
啓
発
イ
ベ
ン

ト
、介
護
予
防
事
業
な
ど
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、行
政
・
関
係
機
関
・
地
域
が
連
携
し

て
住
民
を
包
括
的
に
支
え
る
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福

　祉

健
康
づ
く
り
の
推
進

　健
康
寿
命
を
の
ば
し
、
住
民
が
元
気
に

長
生
き
出
来
る
よ
う
、
栄
養
・
運
動
・
口

腔
機
能
・
笑
い
を
柱
と
す
る
健
康
づ
く

り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
践
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
健
康
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、

住
民
・
行
政
・
職
場
・
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

健

　康

わかさの保健医療を考える集い

　平
成
22
年
7
月
か
ら
大
韓
民
国
平
昌
郡
と
職
員
相
互
派
遣
研
修
を
開

始
し
、平
成
22
年
11
月
に
は
同
郡
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　令
和
2
年
1
月
に
、
と
も
に
山
あ
い
の
終
着
駅
で
あ
る
こ
と
、
転
車
台

が
あ
る
こ
と
な
ど
の
共
通
点
が
あ
っ
た
台
湾
鉄
路
管
理
局
の
「
内
湾
駅
」

と
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
の
「
若
桜

駅
」
の
姉
妹
駅
協
定
を
締
結
し
、

令
和
3
年
12
月
に
は
「
内
湾
駅
」

の
所
在
地
で
あ
る
「
新
竹
県
横
山

郷
」
と
の
友
好
交
流
協
定
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
締
結
し
ま
し
た
。

台湾の民族舞踊

薪
ス
ト
ー
ブ

　木
質
燃
料
を
使
用
す
る
薪
ス

ト
ー
ブ
等
の
導
入
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
町
内
の
豊
富
な
森

林
資
源
の
中
か
ら
伐
採
さ
れ
る

木
材
の
う
ち
、
従
来
利
用
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
低
質
未
利
用
材
を

搬
出
し
、
有
効
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
林
業
所
得
の
向
上
と
森
林

の
諸
機
能
の
高
度
化
を
推
進
し

ま
す
。

環

　境

移住定住・交流センター

浅井庄ノ瀬　アユの放流浅井庄ノ瀬　アユの放流

平昌郡庁舎

筋力アップ教室（通称：がんばる教室）
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若桜駅 SLと給水塔

昔
な
が
ら
の

姿
を
今
に
残
す

　若
桜
鉄
道
若
桜
線
は
、

八
頭
町
の
郡
家
駅
か
ら
若

桜
町
の
若
桜
駅
を
結
ぶ

19
・
２
キ
ロ
の
鉄
道
路
線

で
す
。

　若
桜
駅
構
内
に
は
、
駅

舎
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
や
給
水
塔
、
手
動

式
転
車
台
な
ど
多
く
の
設

備
が
開
通
当
時
の
ま
ま
残

さ
れ
て
お
り
、
昭
和
期
の

雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

地元の人が乗りたくなる地域のための車両、懐かしい風景を走る、笑顔と笑いが生まれる、
新しくて懐かしい鉄道の旅を演出することをコンセプトに、工業デザイナー水戸岡鋭治氏に
よってデザインされました。

1次車両「昭和号」

新
し
く
て
懐
か
し
い

若
桜
鉄
道
の
旅

WAK ASA SHOWA YAZU SINCE 2018

特
集
1

若
桜
鉄
道

３次車両「若桜号」２次車両「八頭号」

第 2八東川橋梁第 2八東川橋梁
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子
育
て
支
援
制
度
一
覧

妊娠～出産就学後 誕生～就学前
□
不
妊
治
療
費
用
の
助
成

　1
回
10
万
円
（
年
2
回
ま
で
）

□
妊
婦
健
診

　
無
料（
14
回
）　

□
妊
婦
歯
科
検
診
費

　
無
料（
妊
娠
1
回
に
つ
き
1
回
）

□
任
意
予
防
接
種
費
用

　
無
料

四
種
混
合
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・

Ｂ
型
肝
炎
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
・
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
・

M
R
ワ
ク
チ
ン（
麻
疹
・
風
疹
）・
B
C
G
・
水
痘

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種（
乳
児
〜
高
校
生
）

・
通
院 

5
3
0
円
／
日

・
入
院 

1,
2
0
0
円
／
日

・
院
外
薬
局
：
負
担
な
し

負担上限

□
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　わ
か
さ
こ
ど
も
園
に
通
う
年
長
児
の
う
ち
、

若
桜
学
園
に
入
学
予
定
の
園
児
に
算
数
セ
ッ
ト
・

粘
土
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

5
0
0
円
／
時
間
　
以
降
2
5
0
円
／
30
分

□
就
学
前
支
援

□
新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成

□
学
校
給
食
費
補
助

　
若
桜
学
園
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
全
額
補
助

□
ひ
と
り
親
家
庭
入
学
支
度
金

若
桜
学
園
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
に
入
学
ま
た
は

7
年
生
に
進
級
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

祝
金
1
万
円
／
1
人
（
所
得
要
件
あ
り
）

自然豊かな若桜 町 でのびのび、いきいき子育てを。

　
わ
か
さ
こ
ど
も
園
は
、
町
立

の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

で
す
。
0
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま

で
の
お
子
様
を
受
け
入
れ
、
教

育
・
保
育
を
一
体
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

□
未
熟
児
養
育
医
療
費
助
成

□
定
期
予
防
接
種
費
用

　
無
料

□
生
後
1
か
月
健
診
・
産
後
健
診
費
助
成

　
母
子
と
も
に
無
料

地
域
で
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
、
お
手
伝
い

が
で
き
る
方
が
会
員
と
な
り
、
有
料
で
助
け
合
う
仲
間
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

2,
0
0
0
円

□
か
が
や
け
未
来
!
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
祝
金
支
給
事
業

【
出
産
祝
金
】

第
1
子
・
第
2
子  

10
万
円

第
3
子
以
降 

　
　 

20
万
円

【
入
学
・
進
級
・
卒
業
祝
金
】

小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
ま
た
は
若
桜
学
園
の
6
年
生

か
ら
7
年
生
へ
の
進
級
時
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
児
童

・
生
徒
の
保
護
者
に
祝
金
5
万
円
／
1
人

□
子
育
て
応
援
給
付
金
支
給
事
業

子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
3
万
円
（
1
歳
ま
で
）

□
子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業

　育
児
教
室
・
乳
幼
児
相
談
・
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施

□
通
学
助
成
金

公
共
交
通
機
関
の
定
期
券
を
購
入
し
て
通
学
す
る

高
校
生
に
通
学
助
成
金
を
給
付

（
保
護
者
負
担
上
限
5,
0
0
0
円
／
月
）

□
広
域
連
携
に
よ
る
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

2,
5
0
0
円
／
日
　
※
2,
0
0
0
円
の
助
成
制
度
あ
り

□
就
学
援
助
費

　経
済
的
に
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に
学
用
品
費
・

　修
学
旅
行
費
・
給
食
費
等
を
支
給

□
特
別
医
療
費
助
成

　
乳
児
〜
高
校
生

わ
か
さ
こ
ど
も
園

　
平
成
24
年
4
月
開
校
の
木
の

香
り
漂
う
広
い
校
舎
で
、
小
学

生
と
中
学
生
が
一
緒
に
授
業
や

学
校
行
事
を
す
る
機
会
も
あ
り

ま
す
。

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

小
学
1
年
生
〜
中
学
3
年
生
ま
で
9
年
間
の
教
育
を
実
施

若
桜
学
園

□
通
学
用
定
期
券
・
回
数
券
等
の
支
給

　
バ
ス
通
学
対
象
児
童
・
生
徒
に
定
期
券
・
回
数
券
を
支
給

生
後
4
か
月
〜
小
学
校
6
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
・
児
童
が
病
気
の

「
回
復
期
に
至
ら
な
い
場
合
」で
当
面
の
症
状
の
急
変
が
認
め
ら
れ

な
い
と
き
、ま
た
は
、病
気
の「
回
復
期
」に
あ
る
も
の
の
、ほ
か
の
児

童
と
の
集
団
生
活
が
困
難
な
と
き
に
、鳥
取
市
の
病
児
・
病
後
児
保

育
室
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

出
生
体
重
が
2,
0
0
0
g
以
下
の
未
熟
児
に
治
療
費
や

入
院
費
を
助
成

特
集
2

子
育
て・教
育

学習支援教室
小・中学生を対象とした学習会を
開催しています。

□放課後学習支援教室

□小学生夏休み学習支援教室

□中学生夏休み学習支援教室

（対象：1～6年生）

（対象：1～6年生）

（対象：7～9年生）

放課後児童クラブ

放課後に保護者等が
自宅におられないお子様を
お預かりします。

（対象：こども園卒園後～小学6年生）

100 円／日
（放課後）

300 円／日
（土曜日・長期休業等）

わかさ温水プールの
無料券の配布
（長期休暇のみ）

児童・生徒に対する
教師の割合が高い

氷ノ山スキー場
リフト券料金無料

ICT（情報通信技術）
環境整備 幼

保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園

生
後
6
か
月
〜
就
学
前
の
保
育
・
教
育
を
実
施

早朝保育・延長保育
土曜日・1日保育

早朝 7時から ／ 延長 19時まで

（わかさこども園在園児）

延長保育
預かり保育

100円／日～
200円／日～

「子育て支援センター
   ・遊びば」
敷地内に新設されており、
就園前の子育て家庭等に対する
育児支援を行います。

満1歳～小学校就学前の幼児が病気の「回
復期」にあるものの、ほかの児童との集団
生活が困難なときに、病後児専用保育室
でお預かりします。

病後児保育 500円／日

3歳未満児  1,800円／日
3歳児以上  1,500円／日

一時預かり保育の実施
（在園児以外／
　平日・土曜日 7：30～18：00）

保護者の通院・冠婚葬祭・リフレッシュな
ど、一時的な保育が必要なときにお子様を
お預かりします。

要事前連絡

入園時のお祝いとして
プレゼント!!
園服／体操服（半袖・長袖上下）／
カラー帽子／スモック

町民第1子より保育料無料
（給食費を含む）平成26年度～
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ロクロ味や釉薬に独特の作風を生み
出しており、ここに住む人の風情を
そのままに伝える、生活に息づく民
芸品です。

因州若桜焼
いん しゅう わ か さ やき

挽き物
ひ もの

伝統的な木地
挽きの技法に
より削り出され
る作品は、天然
木の木目の美
しさやぬくもり
が感じられる
一品です。

　伝
統
的
な
工
芸
品
に
直
に
触
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
選
べ
る
若
桜
の
お
み
や
げ
の

数
々
。
見
た
目
に
も
、
触
っ
て
も
、
と
て
も
味
わ
い
の
あ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。
一
点

一
点
の
作
品
作
り
全
て
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
真
剣
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
て
い
ね
い
な
職
人
の
技
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

大坪　英治氏

小林　義實氏

■焼き鯖寿司
氷ノ山の麓でとれたお米が
使用されています。若桜町を
走る国道29号線が日本海か
ら揚がった鯖を山間部まで
届ける「鯖街道」として役割
を担っていたことが焼き鯖
寿司の由来です。

■弁天まんじゅう
商売繁盛や縁結びで知られる「若桜弁財天」
にちなみ、独特の製法でつくられる縁起のよ
い若桜名物です。お土産に最適です。

■エゴマ油
100％若桜町産のエゴマを使用しています。

■わかさ最中
きれいなピンク色の桜の
形をした最中です。桜の
花が練り込まれた皮で白
あんを包んでいます。

若
桜 

の
逸
品

素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
︑

　
　
　
ふ
る
さ
と
の
味
わ
い
︒

地
域
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

■地酒と奈良漬け
緑と清流の豊かな環境の中、地元で
栽培した酒米と水を使い、また奈良
漬けは全て若桜町産の大根と胡瓜を
使っています。

■鯉の唐揚げ
若桜の冷たくきれ
いな水を引いた庭
池で育てられてい
る鯉は、川魚特有
の臭みがなく淡白
な味わいの鯉です。

■味噌
氷ノ山山系の天然水と良質な米と大豆、ミネラル
分豊富な海水塩で仕込み、クラシック音楽を聴
かせて熟成させた安心・安全な味噌です。

■とんかつ
低温でじっくり揚げ余熱で火を通すことで、吉川豚
のもつ旨み、柔らかさを引き出したとんかつです。

特
集
3

■若桜米
美味しい空気と清流の水で
育った若桜自慢のお米です。
おいしさの秘密は昼夜の寒暖
差に起因します。

■吉川豚
食の安全・安心を第一に考え、自家
農場での豚の飼育から加工・販売
まで、とことんこだわっています。

■夏苺ジャム
標高900mの氷ノ山ゲレンデ
で栽培した夏いちごを使用し
た特別なジャムです。
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若桜町の位置
　若桜町は鳥取県の東南端に位置し、兵庫県と岡山県に接しています。町の中央部を八東
川が流れ、この川に沿って、鳥取市と姫路市を結ぶ国道 29 号が走っています。
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若桜町

八頭町

鳥取市

智頭町

鳥
取
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お車で 【大阪方面から】

・中国自動車道 山崎I.C→R29／約61㎞（約1時間20分）
・中国自動車道 津山I.C→R53→智頭I.C→河原I.C→河原インター線→R29／約80㎞
（約1時間40分）
・中国自動車道 佐用JCT→河原I.C→河原インター線→R29／
約80㎞（約1時間30分）

JRで 【関西方面から】

・大阪駅→郡家駅／智頭急行・特急スーパーはくと（約2時間20分）
郡家駅→若桜駅／若桜鉄道（約30分）

【岡山方面から】

・岡山駅→郡家駅／因美線・特急スーパーいなば（約1時間40分）
郡家駅→若桜駅／若桜鉄道（約30分）

バスで 【関西方面から】

・大阪なんば→ 山崎I.C→若桜／高速バス（約3時間）

【岡山方面から】

・岡山→ 鳥取／高速バス（約2時間40分）
鳥取駅→若桜駅／若桜鉄道（約50分）

町 章

町の木 桜

9
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鳥取砂丘コナン空港

鳥取南 I.C

鳥取西 I.C

緑と清流のまち
若 桜

氷ノ山わさび谷


